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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第23期
第２四半期
連結累計期間

第24期
第２四半期
連結累計期間

第23期

会計期間
自 2019年１月１日
至 2019年６月30日

自 2020年１月１日
至 2020年６月30日

自 2019年１月１日
至 2019年12月31日

売上高 (百万円) 58,677 42,189 101,392

経常利益 (百万円) 20,520 12,480 28,617

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 13,338 7,981 18,146

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 13,956 8,253 19,309

純資産額 (百万円) 85,282 94,404 90,765

総資産額 (百万円) 101,718 108,549 105,008

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 187.93 116.38 258.04

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 187.16 115.86 256.97

自己資本比率 (％) 78.6 80.7 80.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 15,976 6,135 23,646

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,521 △2,280 △7,121

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △6,898 △4,662 △7,061

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 78,704 81,584 82,782
 

 

回次
第23期
第２四半期
連結会計期間

第24期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2020年４月１日
至 2020年６月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 68.56 67.46
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．2019年７月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。これに

伴い、第23期の期首に株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益及び潜在株式調整後１

株当たり四半期(当期)純利益を算定しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。　

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 　なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対応のため、当社グループでは各国の外出規制等の要請に従い、

在宅勤務等を実施したことから、新規タイトルの開発及び一部の既存タイトルの運営が平時と比較して滞ったこと

や、各種イベントの中止等により広告宣伝施策への影響はあったものの、現時点では当連結会計年度の業績への影響

は限定的であり、今後の動向を引き続き注視すると共に、情報収集と臨機応変な対応を継続して行ってまいります。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1)業績の状況

日本におけるゲーム市場は、モバイルゲーム市場の緩やかな拡大と家庭用ゲームソフトの好調な販売に支えら

れ、2019年の国内ゲーム市場は前年比3.8％増加の1兆7,330億円
※1
となりました。一方、世界におけるゲーム市場も

引き続き成長を続け、スマートフォンの普及拡大に加え、家庭用ゲーム市場やPCオンラインゲーム市場も成長を続

け、2019年の世界ゲームコンテンツ市場は前年比19.1％増加の15兆6,898億円
※1
となりましたが、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大に伴い、世界経済の悪化が懸念されており、先行きが不透明な状況にあります。

このような状況の中、当第2四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、主にスマートフォン向けゲー

ム「パズル＆ドラゴンズ」（以下「パズドラ」）及び「Ragnarok M: Eternal Love」の売上高が前年同期比で減収

となりましたが、当社では引き続き「新規価値の創造」に向けグローバル配信を見据えたゲーム開発に注力すると

共に、「既存価値の最大化」を図るため各ゲームのMAU（Monthly Active User：月に1回以上ゲームにログインして

いる利用者）の維持・拡大やゲームブランドの強化に取り組んでまいりました。

 既存ゲームにつきましては、「パズドラ」は引き続き長期的にお楽しみいただくことを主眼に、新ダンジョン等

の追加やゲーム内容の改善、他社有名キャラクターとのコラボレーションなど、継続的にアップデート及びイベン

トを実施してまいりました。また、ゴールデンウィークの特別イベントやコラボレーションイベントが好評だった

ことから、「パズドラ」のMAUは堅調に推移いたしました。「ラグナロク マスターズ」は、サービス開始から1周年

を迎え、周年記念イベントの開催により、MAUは引き続き安定的に推移しております。

新規ゲームにつきましては、Nintendo Switch
TM
向け対戦ニンジャガムアクションゲーム「ニンジャラ」のサービ

スを、2020年6月25日
※2
に北米・欧州・アジア・日本へと世界同時に開始いたしました。2020年7月13日には、世界

累計300万ダウンロードを突破しております。

 子会社の事業につきましては、GRAVITY Co.,Ltd.及びその連結子会社が配信している「Ragnarok M: Eternal

Love」が継続的なアップデート及びイベントの開催により引き続き安定的に推移しております。また、GRAVITY

Co.,Ltd.は2020年7月7日から韓国にてスマートフォン向けゲーム「Ragnarok ORIGIN」のサービスを開始いたしまし

た。

 この結果、当第2四半期連結累計期間における売上高は42,189百万円（前年同期比28.1％減）、営業利益12,345百

万円（前年同期比39.6％減）、経常利益12,480百万円（前年同期比39.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利

益7,981百万円（前年同期比40.2％減）となりました。

なお、当社グループは単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付けて記載しておりません。

　

※１ ファミ通ゲーム白書2020

※２ 日本標準時
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(2)財政状態の分析

当第2四半期連結会計期間における資産合計は、108,549百万円（前連結会計年度末比3,541百万円増加）となりま

した。これは主に、売掛金が増加したことによります。

負債合計は、14,145百万円（前連結会計年度末比97百万円減少）となりました。これは主に、未払法人税等が減

少したことによります。

純資産合計は、94,404百万円（前連結会計年度末比3,638百万円増加）となりました。これは主に、親会社株主に

帰属する四半期純利益の計上に伴い利益剰余金が増加したことによります。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」）は、前連結会計年度末に比べ1,197百万

円減少し、当第2四半期連結累計期間末に81,584百万円となりました。

　当第2四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

 

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

営業活動によって得られた資金は6,135百万円となりました。

　これは主に税金等調整前四半期純利益12,425百万円及び法人税等の支払額4,280百万円が含まれるためです。

 

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

投資活動によって使用された資金は2,280百万円となりました。

　これは主に有形及び無形固定資産の取得による支出1,708百万円及び長期前払費用の取得による支出412百万円が

含まれるためです。

 

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

財務活動によって使用された資金は4,662百万円となりました。

　これは主に自己株式の取得による支出2,953百万円及び配当金の支払額2,080百万円が含まれるためです。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第2四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。　

 

(5)研究開発活動

当第2四半期連結累計期間の研究開発費の総額は718百万円であります。

なお、当第2四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 321,200,000

計 321,200,000
 

 
② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 95,210,316 95,210,316
東京証券取引所
(市場第一部)

（注）１、２、３、４ 

計 95,210,316 95,210,316 ― ―
 

(注)　１．完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。 

　　　２．提出日現在、発行済株式のうち24,308,000株は、現物出資（関係会社株式1,999百万円）によるものであ

　　　　　ります。

　 　３．単元株式数は100株であります。

　　　４. 提出日現在発行数には、2020年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

　　された株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 2020年３月30日

付与対象者の区分及び人数 当社取締役５名、当社執行役員４名

新株予約権の数（個） 1,134 (注)１

新株予約権の目的となる株式の種類、内容及び数（株） 普通株式 113,400　(注)１

新株予約権の行使時の払込金額 １円

新株予約権の行使期間
2021年４月14日～
2036年４月13日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額

発行価格 1,360円37銭 (注)２
資本組入額は、会社計算規則第17条第１項に従い算出さ
れる資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の
結果生じる１円未満の端数は、これを切り上げるものと
する。

新株予約権の行使の条件 (注)３

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは、当社取締役会の決議によ
る承認を要するものとする。

組織再編成行為に伴う新株予約権の
交付に関する事項

(注)４
 

(注) １．新株予約権の目的である株式の数（以下「付与株式数」）は新株予約権１個当たり当社の普通株式100株と

する。なお、付与株式数は、新株予約権の割当日後、当社が株式分割（当社の普通株式の無償割当てを含
む。以下同じ。）又は株式併合を行う場合、次の算式により調整されるものとする。但し、かかる調整は、
新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的である株式の数についてのみ行われ、調
整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

　　調整後付与株式数＝調整前付与株式数×株式分割又は株式併合の比率

また、新株予約権の割当日後、当社が合併、会社分割又は株式交換を行う場合その他これらの場合に準じ付
与株式数の調整を必要とする場合には、当社は取締役会の決議をもって適当と認める付与株式数の調整を行
うことができる。

２．発行価格は、新株予約権の払込金額1,359円37銭に行使時の払込金額１円を加算して記載している。なお、
新株予約権の払込金額1,359円37銭については、付与対象者の当社に対する報酬請求権をもって相殺するこ
ととしている。

３．新株予約権の行使の条件は以下のものとする。
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　①　新株予約権者は、本新株予約権の行使時においても、当社又は当社関係会社（当社子会社等、当社と資本

 関係にある会社をいう。）の取締役、監査役又は従業員のいずれかの地位にあることを要する。但し、任

 期満了による退任及び定年退職、その他正当な理由がある場合は、この限りではない。

　② 新株予約権者が死亡した場合、その者の相続人は、本新株予約権を一括してのみ行使することができる。

　③ 各本新株予約権の１個未満の行使を行うことはできない。

　④ 新株予約権者が本新株予約権を放棄した場合、当該本新株予約権を行使することができない。

４．当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割若しくは新設分割（それぞれ当社が分
割会社となる場合に限る。）又は株式交換若しくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社となる場合に限
る。）（以上を総称して、以下「組織再編行為」）をする場合には、組織再編行為の効力発生日（吸収合併
につき吸収合併がその効力を生ずる日、新設合併につき新設合併設立株式会社の成立の日、吸収分割につき
吸収分割がその効力を生ずる日、新設分割につき新設分割設立株式会社の成立の日、株式交換につき株式交
換がその効力を生ずる日及び株式移転につき株式移転設立完全親会社の成立の日をいう。以下同じ。）の直
前において残存する本新株予約権（以下「残存新株予約権」）を保有する新株予約権者に対し、それぞれの
場合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下「再編対象会社」）の新株
予約権をそれぞれ交付することとする。但し、以下の各号に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨
を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において
定めることを条件とする。

　①　交付する再編対象会社の新株予約権の数

 新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

　② 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

 再編対象会社の普通株式とする。

　③ 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

 組織再編行為の条件等を勘案の上、(注)１に準じて決定する。

　④ 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

　交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、以下に定められる再編後行使価額に上

　記③に従って決定される当該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とす

　る。再編後行使価額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編対

　象会社の株式１株当たり１円とする。

　⑤ 新株予約権を行使することができる期間

 2021年４月14日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、2036年４月13日までとする。

　⑥ 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

 資本組入額は、会社計算規則第17条第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、

 計算の結果生じる１円未満の端数は、これを切り上げるものとする。

　⑦ 譲渡による新株予約権の取得の制限

 譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要する。

　⑧ 新株予約権の取得条項

 以下のイ、ロ、ハ、ニ又はホの議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要の場合

 は、当社の取締役会において決議された場合）は、当社取締役会が別途定める日に、当社は無償で本新株

 予約権を取得することができる。

イ 　当社が消滅会社となる合併契約承認の議案

ロ 　当社が分割会社となる分割契約又は分割計画承認の議案

ハ 　当社が完全子会社となる株式交換契約又は株式移転計画承認の議案

ニ 　当社の発行する全部の株式の内容として譲渡による当該株式の取得について当社の承認を要することに

    　ついての定めを設ける定款の変更承認の議案

ホ 　本新株予約権の目的である種類の株式の内容として譲渡による当該種類の株式の取得について当社の承

　  　認を要すること又は当該種類の株式について当社が株主総会の決議によってその全部を取得することに

　　　 ついての定めを設ける定款の変更承認の議案

　⑨ その他の新株予約権の行使の条件

　上記(注)３に準じて決定する。
５．その他の条件については、当社と新株予約権の割り当てを受けた者との間で締結した契約で定めるところに
よるものとする。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2020年４月１日～
2020年６月30日

― 95,210,316 ― 5,338 ― 5,331
 

 
(5) 【大株主の状況】
  2020年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式
を除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

SON Financial株式会社 東京都品川区西五反田２－７－11 18,695,700 27.54

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２－11－３ 2,405,400 3.54

J.P. MORGAN BANK LUXEMBOURG S.A.
1300000
(常任代理人　株式会社みずほ銀行
決済営業部）

EUROPEAN BANK AND BUSINESS
CENTER 6, ROUTE DE TREVES,
L-2633 SENNINGERBERG,LUXEMBOURG
(東京都港区港南２－15－１)

1,494,791 2.20

孫　泰蔵
(常任代理人　みずほ証券株式会社)

シンガポール共和国
(東京都千代田区大手町１－５－１)

1,385,000 2.04

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口５)

東京都中央区晴海１－８－11 1,096,000 1.61

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１－８－11 1,090,500 1.60

森下　一喜 千葉県千葉市美浜区 1,009,600 1.48

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口９)

東京都中央区晴海１－８－11 828,300 1.22

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC
ISG(FE-AC)
(常任代理人　株式会社三菱UFJ銀行)

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET
STREET LONDON EC4A 2BB UNITED
KINGDOM
(東京都千代田区丸の内２－７－１)

826,863 1.21

合同会社孫エクイティーズ 東京都中央区東日本橋２－26－17 800,000 1.17

計 ― 29,632,154 43.65
 

（注）１．日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

　　(信託口５)、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)及び日本トラスティ・サービス

　　信託銀行株式会社(信託口９)の所有株式は、信託業務に係る株式であります。
 ２. SON Financial株式会社から同社及び孫泰蔵他１社を共同保有者として、2020年４月22日現在の保有株式数

を記載した2020年４月30日付大量保有報告書(変更報告書)が関東財務局長に提出されておりますが、当社
として2020年６月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、株主名簿上の所有株式数を
上記大株主の状況に記載しております。なお、同社の大量保有報告書(変更報告書)の主な内容は以下のと
おりであります。

氏名又は名称 住所 所有株式数(数) 株券等保有割合(％)

SON Financial株式会社 東京都品川区西五反田２－７－11 23,095,700 24.26

孫　泰蔵
(常任代理人　みずほ証券株式会社)

シンガポール共和国
(東京都千代田区大手町１－５－１)

1,385,000 1.45

合同会社孫エクイティーズ 東京都中央区東日本橋２－26－17 900,000 0.95
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2020年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 27,334,400
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

662,824 ―
66,282,400

単元未満株式
普通株式

― ―
1,593,516

発行済株式総数 95,210,316 ― ―

総株主の議決権 ― 662,824 ―
 

（注）「単元未満株式」欄の株式数「普通株式1,593,516株」には、当社所有の単元未満自己保有株式63株が含まれ 

     ております。

 
② 【自己株式等】

    2020年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所　
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）
ガンホー・オンライン・
エンターテイメント
株式会社

東京都千代田区丸の内
１－11－１

27,334,400 ― 27,334,400 28.70

計 ― 27,334,400 ― 27,334,400 28.70
 

　（注）上記自己保有株式には、単元未満株式63株は含まれておりません。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年４月１日から2020年

６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年１月１日から2020年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 86,225 84,955

  売掛金 6,775 10,068

  有価証券 282 331

  商品 3 2

  仕掛品 43 88

  その他 1,525 1,928

  貸倒引当金 △16 △52

  流動資産合計 94,840 97,322

 固定資産   

  有形固定資産合計 746 806

  無形固定資産   

   ソフトウエア 265 2,882

   ソフトウエア仮勘定 3,287 1,607

   その他 124 137

   無形固定資産合計 3,678 4,627

  投資その他の資産   

   投資有価証券 72 71

   繰延税金資産 2,669 2,601

   その他 3,000 3,119

   投資その他の資産合計 5,742 5,792

  固定資産合計 10,168 11,226

 資産合計 105,008 108,549
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 3,303 3,598

  1年内返済予定の長期借入金 125 218

  未払法人税等 4,086 3,538

  賞与引当金 8 9

  その他 5,803 5,705

  流動負債合計 13,327 13,070

 固定負債   

  長期借入金 148 264

  その他 766 810

  固定負債合計 914 1,074

 負債合計 14,242 14,145

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,338 5,338

  資本剰余金 5,487 5,487

  利益剰余金 159,046 164,933

  自己株式 △84,678 △87,613

  株主資本合計 85,194 88,145

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 △282 △493

  その他の包括利益累計額合計 △282 △493

 新株予約権 862 925

 非支配株主持分 4,991 5,826

 純資産合計 90,765 94,404

負債純資産合計 105,008 108,549
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

 【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年６月30日)

売上高 58,677 42,189

売上原価 27,905 18,698

売上総利益 30,771 23,491

販売費及び一般管理費 ※  10,331 ※  11,146

営業利益 20,439 12,345

営業外収益   

 受取利息 81 58

 為替差益 2 ―

 雇用調整助成金 ― 75

 その他 27 50

 営業外収益合計 111 184

営業外費用   

 支払利息 14 10

 自己株式取得費用 13 7

 為替差損 ― 26

 その他 2 4

 営業外費用合計 30 48

経常利益 20,520 12,480

特別損失   

 減損損失 41 54

 特別損失合計 41 54

税金等調整前四半期純利益 20,478 12,425

法人税、住民税及び事業税 5,870 3,755

法人税等調整額 233 28

法人税等合計 6,104 3,784

四半期純利益 14,374 8,641

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,036 660

親会社株主に帰属する四半期純利益 13,338 7,981
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【四半期連結包括利益計算書】

 【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年６月30日)

四半期純利益 14,374 8,641

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 △418 △388

 その他の包括利益合計 △418 △388

四半期包括利益 13,956 8,253

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 13,128 7,770

 非支配株主に係る四半期包括利益 827 482
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 20,478 12,425

 減価償却費 300 617

 株式報酬費用 93 76

 減損損失 41 54

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 37

 受取利息及び受取配当金 △81 △58

 支払利息 14 10

 為替差損益（△は益） 125 86

 売上債権の増減額（△は増加） 1,645 △3,438

 たな卸資産の増減額（△は増加） △19 △43

 仕入債務の増減額（△は減少） △2,881 438

 未払又は未収消費税等の増減額 1,146 △213

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △304 △236

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △356 417

 その他 160 190

 小計 20,365 10,364

 利息及び配当金の受取額 79 62

 利息の支払額 △14 △11

 法人税等の支払額 △4,454 △4,280

 営業活動によるキャッシュ・フロー 15,976 6,135

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △1,793 △3,195

 定期預金の払戻による収入 652 3,105

 有価証券の純増減額（△は増加） ― △62

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,085 △1,708

 長期前払費用の取得による支出 △204 △412

 敷金及び保証金の差入による支出 △107 △11

 敷金及び保証金の回収による収入 17 5

 投資活動によるキャッシュ・フロー △3,521 △2,280

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 100 300

 長期借入金の返済による支出 △89 △91

 自己株式の取得による支出 △4,773 △2,953

 配当金の支払額 △2,125 △2,080

 非支配株主からの払込みによる収入 17 297

 その他 △27 △134

 財務活動によるキャッシュ・フロー △6,898 △4,662

現金及び現金同等物に係る換算差額 △508 △390

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,047 △1,197

現金及び現金同等物の期首残高 73,656 82,782

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  78,704 ※  81,584
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

 
 
 

前第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年６月30日)

給与手当 1,764百万円 1,746百万円

広告宣伝費 3,777百万円 4,250百万円

業務委託費 1,133百万円 1,532百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
 
 

前第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年６月30日)

現金及び預金 79,414百万円 84,955百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△1,735百万円 △3,371百万円

有価証券勘定に含まれる
預入期間が３ヶ月以内の
譲渡性預金等

1,024百万円 ―百万円

現金及び現金同等物 78,704百万円 81,584百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年６月30日)

１．配当金支払額

決議日 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2019年
２月１日
取締役会

普通株式 利益剰余金 2,134 3.00
2018年
12月31日

2019年
３月６日

 

（注）2019年７月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。１株当たり配当額につき

　　　ましては、当該株式併合前の金額を記載しております。

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末　

　　日後となるもの

該当事項はありません。

 
当第２四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年６月30日)

１．配当金支払額

決議日 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2020年
２月13日
取締役会

普通株式 利益剰余金 2,090 30.00
2019年
12月31日

2020年
３月16日

 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

　　日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年６月30日)

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年６月30日)

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
至 2019年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
至 2020年６月30日)

(１)１株当たり四半期純利益(円) 187.93 116.38

（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 13,338 7,981

　普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

13,338 7,981

　普通株式の期中平均株式数(株) 70,972,293 68,575,932

(２)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益(円) 187.16 115.86

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) ― ―

　普通株式増加数(株) 294,667 311,391

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で前連
結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

（注）2019年７月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。こ

れに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益及び潜在

株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。

 
(重要な後発事象)

　　　該当事項はありません。
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２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　　　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2020年８月７日

ガンホー・オンライン・エンターテイメント株式会社

取締役会  御中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 千代田　義央 印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 林　壮一郎 印

 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているガンホー・オン

ライン・エンターテイメント株式会社の2020年１月１日から2020年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計

期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年１月１日から2020年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ガンホー・オンライン・エンターテイメント株式会社及び連結子

会社の2020年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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